
周南市への移住を検討する際から移住された後まで、役に立つ支援制度や各種情報などをまとめました。
制度の詳細は、各担当課へお気軽にご相談ください。

住宅課 空家対策室
0834-22-8385

市ホームページ等を通じて、売却や賃貸の空き家情報を
発信しています。
※所有者とのマッチング制度です。

空き家情報バンク制度

住宅課 空家対策室
0834-22-8385

定住する目的で築20年以上の空き家を購入した若年世帯
と子育て世帯を対象に、改修費用の一部を支援します。
■上限：50万円、補助率：1/2
［加算］子育て世帯：50万円、居住促進区域：30万円

空き家リフォーム
事業補助金

移住交流推進課
0834-22-8341

市外から中山間地域に移住し、空き家を購入･賃貸した
方が行う改修費用の一部を支援します。
■上限：100万円 補助率：1/2（離島2/3）

中山間地域移住者
受入体制整備事業

環境政策課
0834-22-8324

浄化槽処理促進区域内で単独処理浄化槽やくみ取り便槽
から環境配慮高度処理型浄化槽へ入れ替える際の設置費
の一部を支援します。
■上限：型式･人槽により異なります、補助率：4/10

浄化槽設置整備事業
補助金

環境政策課
0834-22-8324

ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）を取得する
場合に要した費用の一部を支援します。
■上限：10万円、補助率：1/2

⼾建住宅ＺＥＨ
普及促進補助金

住宅課
0834-22-8334

木造住宅の所有者を対象に、耐震改修費の一部を支援
します。
■上限：115万円、補助率：4/5

木造住宅耐震改修事業

住宅課
0834-22-8334

木造住宅の耐震診断を希望する方に、無料で耐震診断員
を派遣します。

木造住宅耐震診断員
派遣事業

住宅課
0834-22-8282

市営住宅、特定公共賃貸住宅の入居者募集に関する
情報を発信しています。
※入居については所得要件などが定められています。

市営住宅への入居

施設マネジメント課
0834-22-8281

⽉極駐⾞場や旧市⻑公舎の貸付、遊休市有財産の売却・
貸付に関する情報を公開しています。

遊休市有財産の
売却・貸付

周南市移住支援制度等一覧
＼令和８年度版／

制度名 内 容 問い合わせ 詳細

住まいの支援

【移住に関する相談／お問合せ】
周南市 移住交流推進課 移住定住担当

0834-22-8341
ijukoryu@city.shunan.lg.jp

▼移住交流
スペシャルサイト



移住交流推進課
0834-22-8341

東京23区在住、または東京圏から東京23区内へ通勤
していた方が、テレワーク移住した際に支援金を交付
します。
■支援金：単身60万円、世帯100万円 等

東京圏在住者テレワーク
関係人口移住支援金
（テレワーク）

移住交流推進課
0834-22-8341

東京圏、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、岡山県、
広島県、福岡県からテレワーク移住した際に支援金を
交付します。
■支援金：単身30万円、世帯50万円 等

創生テレワーク
移住支援金

移住交流推進課
0834-22-8341

東京圏、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、広島県、
福岡県から移住した方が、要件を満たす就業をした際に
支援金を交付します。
■支援金：転入元の地域や世帯構成により異なります

東京圏等在住者
移住支援金（就業）

公立大学連携課
0834-22-8834

周南市に登録している企業等に就職し、本市へ定住した
場合、奨学金の返還について最大5年間支援します。

未来人材奨学金返還
支援事業「ミライト」

高齢者支援課
0834-22-8343

市内の介護サービス事業所において、新たに介護職員等
として就業した方に対して支援金を交付します。
■支援金：正規職員 10万円、非常勤職員 5万円

介護職員等就労支援金

高齢者支援課
0834-22-8343

市内の介護サービス事業所に従事し、介護支援専門員
実務研修または主任介護支援専門員研修等を受講した
方に対して、研修受講料を支援します。

介護支援専門員等
研修受講料補助金

商工振興課
0834-22-8373

求人票などの文字情報だけではイメージできない仕事の
魅力や内容を動画で紹介しています。周南シゴト動画

仕事（就業）の支援
制度名 内 容 問い合わせ 詳細

商工振興課
0834-22-8373

創業に関する相談や、仕事に関する情報提供などに
ついて、気軽に相談できる施設です。
■休館日：第2･第4土曜日、日曜日、祝日、年末年始

まちなかビジネス支援拠点
まちラボ「hinter」

商工振興課
0834-22-8373

商工会議所、金融機関等と連携し、創業相談や創業講座
などの創業支援を実施しています。創業支援事業

商工振興課
0834-22-8373

新たに創業しようとする方が必要とする運転・設備資金
を融資します。（融資に係る保証料は市が全額助成）
※県外からの移住者の場合、融資利率の軽減があります。

中小企業振興融資制度
（創業支援資金）

仕事（創業・就農・就漁）の支援
制度名 内 容 問い合わせ 詳細



移住交流推進課
0834-22-8341

市外から中山間地域に移住し、空き家等を活用して起業
する方を支援します。
■上限：100万円、補助率：1/2（離島2/3）

中山間地域
起業促進事業

まちなか出店
サポートセンター

0834-33-9612

中心商店街の対象エリアに新たに出店する方の初期投資
費用を支援します。
■上限：100万円、補助率：1/2

テナントミックス推進
事業費補助金

移住交流推進課
0834-22-8341

東京圏、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、広島県、
福岡県から移住した方が、やまぐち創業補助金の対象と
なる創業をした際に支援金を交付します。
■支援金：転入元の地域や世帯構成により異なります

東京圏等在住者
移住支援金（創業）

移住交流推進課
0834-22-8341

東京23区在住、または東京圏から東京23区内へ通勤
していた方が、本市の関係人口と認められ、市内の農林
水産業に就業する際に支援金を交付します。
■支援金：単身60万円、世帯：100万円 等

東京圏在住者テレワーク
関係人口移住支援金
（関係人口）

農業振興課
0834-22-8356

これから農業を始めてみたい方から本格的に農業収入で
生計を立てたい方まで、就農に関する相談をお受けして
います。

就農・新規就農相談窓口

水産振興課
0834-22-8366

新たに漁業に従事しようとする方に対し、経済的な
支援等を行い、市内定住のオーナー漁師となれるよう
支援します。

新規漁業就業者
定着促進事業

制度名 内 容 問い合わせ 詳細

子育て給付課
0834-22-8460

本市に妊娠届を提出し、妊娠中に面談を受けた妊婦と
胎児数を届け出た妊婦または産婦に各5万円を支給
します。

妊婦のための支援給付

あんしん子育て推進課
0834-22-8550

妊娠届提出時に選んでいただいた絵本を、お子さん
誕生後に⺟子保健推進員がお届けします。

⺟⼦保健ブックスタート
事業

あんしん子育て推進課
0834-22-8550

妊婦健診（14回）、多胎妊婦健診（5回追加）、
産婦健診（2回）を無料で受けられます。妊産婦健診の実施

あんしん子育て推進課
0834-22-8550

助産師や保健師による相談や、地域の子育て支援者に
よる家庭訪問、子育ての仲間づくりのためのサロンを
開催しています。

産前・産後のサポート

あんしん子育て推進課
0834-22-8550

産後1年未満で、身体機能の回復や育児の不安が強い方
に対して、産科医療機関や自宅で、助産師等による育児
サポートや心身のケアを実施しています。

産後ケア事業

こども･子育て相談
専用ダイヤル
0834-22-0850

妊産婦や子育て家庭、18歳までの子どもに関する相談や
支援の窓口です。各分野の専門職が相談に応じます。こども家庭センター

妊娠・出産の支援
制度名 内 容 問い合わせ 詳細



あんしん子育て推進課
0834-22-8550

乳児健診（1・3・7か⽉児)、幼児健診（1.6歳、3歳、
5歳）、新生児聴覚検査を無料で受けられます。

乳幼児健診・
新生児聴覚検査の実施

子育て給付課
0834-22-8460

乳幼児から高校生年代までの医療費自己負担額を助成し、
無料化しています。

高校生年代までの
医療費無料

こども保育課
0834-22-8455

第2子以降の全ての子どもの保育料を無償化し、多子
世帯の子育てにかかる負担を軽減しています。

第２⼦以降の
保育料無償化

こども保育課
0834-22-8455

保護者の病気等で一時的に家庭での保育が困難となる
お子さまを保育所等で預かる一時預かりについて、
利用料を軽減、無償化します。
（第1子・2子は1,000円減額、第3子以降は無料）

一時預かり制度
及び利用料の軽減

こども保育課
0834-22-8455

子どもが病気となり、保育所等での保育が困難で、
保護者も就労等で保育ができない場合に一時的に保育を
行う制度です。
（生後3ヶ⽉の乳幼児から小学生までの児童が対象）

病児保育制度

あんしん子育て推進課
0834-22-8550

未就園の多胎児がいる家庭の保護者が心身の病気の
治療等で日中の養育が困難な場合に、お子さまを
お預かりします。

多胎児（双⼦等）家庭
への支援【ｼｮｰﾄｽﾃｲ】

こども保育課
0834-22-8349

0〜4歳までの子ども（4歳以上は未就園児）と保護者を
対象とした親子で自由に遊べる施設で、保護者や子ども
同士の交流の場や、育児の参考となる講座などを実施
しています。

⼦育て支援センター・
⼦育てひろば

こども保育課
0834-22-8455

生後6か⽉から満3歳未満で保育所等に通っていない
子どもを対象に、保育所等の就学前施設を時間単位で
利用できるこども誰でも通園制度を実施しています。

こども誰でも通園制度

生涯学習課
0834-22-8457

保護者の就労などの理由により、保育を必要とする家庭
の小学校就学児童（1〜6年生）に遊びや生活の場を提供
しています。（24小学校区に25クラブを設置）

児童クラブ

ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
0834-32-8191

地域で子育ての手伝いができる有償ボランティアの方が
小学6年生までのお子さまについて、預かりや送迎など
をサポートします。

ファミリーサポート
センター

⼦育ての支援
制度名 内 容 問い合わせ 詳細

あんしん子育て推進課
0834-22-8550

心身の不調がある妊産婦や強い育児不安がある子育て
家庭等に対して、支援員が家庭訪問し、必要な家事や
育児のサポートをします。

⼦育て世帯への
支援員の派遣

あんしん子育て推進課
0834-22-8550

多胎児を妊娠中、または子育て中の家庭に支援員を
派遣し、身近な生活上の相談をお伺いしながら、
家事や育児のサポートをします。

多胎児（双⼦等）家庭
への支援【訪問支援】

制度名 内 容 問い合わせ 詳細



子育て給付課
0834-22-8460

ひとり親家庭の⽗または⺟と子どもの医療費（保険診療
の自己負担分）を助成します。
※所得制限があります。

ひとり親家庭
医療費助成制度

子育て給付課
0834-22-8460

就職に有利な資格取得のため、6⽉以上養成機関で修業
するひとり親家庭の⽗または⺟に給付金を支給します。高等職業訓練促進給付金

子育て給付課
0834-22-8460

雇用保険の指定講座を受講・修了したひとり親家庭の⽗
または⺟に給付金を支給します。自立支援教育訓練給付金

ひとり親への支援
制度名 内 容 問い合わせ 詳細

学校教育課
0834-22-8542

特色のある教育を受けさせたいと希望する保護者の児童
に対して、市内全域から特別に入学・転入学を認める
制度です。（市内の5小学校が指定）

小規模特認校制度

生涯学習課
0834-22-8697

小学校区において、放課後や週末等に小学校の余裕教室
等を活用して、子どもたちの安全・安心な活動拠点を
設けています。（市内に33教室開設）

放課後⼦供教室

学校教育課
0834-22-8543

経済的理由により、児童生徒を就学させることが困難な
保護者に対し、学用品費・給食費等の教育費の一部を
援助します。

就学援助制度

教育政策課
0834-22-8532

向学心がありながらも、経済的理由により修学が難しい
学生に対して、奨学金を無利息で貸付・給付する制度
です。

奨学金制度

公共交通対策課
0834-22-8426

通学に使う路線バスや離島航路の定期券購入費の一部を
補助します。（1⽉あたりの定期券購入額から9,000円を
引いた金額が補助対象）

高校生通学定期券
購入補助制度

教育の支援
制度名 内 容 問い合わせ 詳細

あんしん子育て推進課
0834-22-8452

妊娠・出産から子育てまで、知りたい情報を目的別に
探せるサイトです。こども・⼦育てサイト

各種情報（⼦育て）
制度名 内 容 問い合わせ 詳細



こども保育課
0834-22-8455

市内における幼稚園の一覧です。幼稚園一覧
（公立・私立）

こども保育課
0834-22-8455

市内における保育所等（認可保育所、認定こども園、
地域型保育事業）の一覧です。

保育所等一覧
（公立・私立）

学校教育課
0834-22-8543

市内における公立小学校及び中学校の通学区域を示した
一覧です。

公立小学校
中学校校区一覧

徳山動物園
0834-22-8640

市内在住の小中高校生、特別支援学校生は、周南市
徳山動物園の入園料が免除になります。
（未就学児は無料）

徳山動物園の入園料免除

公園花とみどり課
0834-22-8402

小さなお子さんでも楽しく遊べるいろいろな種類の
遊具が設置されている公園を紹介しています。

大型遊具のある
公園の紹介

制度名 内 容 問い合わせ 詳細

地域づくり推進課
0834-22-8412

市内で市⺠活動を行う、またはこれから行おうとして
いるグループや個人を支援する施設です。

しゅうなん市⺠活動
支援センター

学び・交流プラザ
0834-63-1188

市内の公共機関や市⺠グループが主催する市⺠向けの
講座・イベント情報をジャンル別に紹介しています。

生涯学習
メニューブック

公立大学連携課
0834-22-8834

周南公立大学が実施する履修証明プログラム、科目等
履修生制度等及び情報科学専門職大学院の授業料等の
一部を補助し、市⺠の学び直しを支援します。

リカレント教育
促進補助金

市⺠活動の支援
制度名 内 容 問い合わせ 詳細

公共交通対策課
0834-22-8426

路線バスが廃止された地域において、必要に応じて
既存の移動手段を代替・補完するコミュニティ交通を
運行しています。

コミュニティ交通
運行事業

リサイクル推進課
0834-61-0310

指定ごみ袋（45リットル）に入らない大きさの家庭ごみ
について、⼾別収集を申し込む際の方法を紹介します。粗大ごみの⼾別収集

暮らしの支援
制度名 内 容 問い合わせ 詳細



リサイクル推進課
0834-61-0335

各家庭から排出されたごみ等を、ご自身で直接処理施設
に搬入する方法を紹介します。家庭ごみ等の自己搬入

リサイクル推進課
0834-22-8303

家庭から出る生ごみを堆肥化する機器（コンポスト等）
を購入された方へ、購入費の一部を補助します。

生ごみ処理機器
購入費の補助

観光振興課
0834-22-8372

本市に在住する外国人を対象に、円滑な生活ができる
ように日本語教室を開催しています。
（A Japanese language class is held for foreigners 
living in Shunan area so that they can live a smooth 
life.）

外国にルーツを
持つ方への支援

制度名 内 容 問い合わせ 詳細

広報広聴課
0834-22-8232

スマートフォンアプリ「LINE」で市公式アカウントの
友だち追加をしていただいた方に、市からのお知らせや
災害・緊急時のお知らせを配信するサービスです。

周南市公式LINE

地域医療課
0834-22-8377

市内の医療機関及び薬局を検索できる検索サイトです。医療機関が検索できる
サイト「ナビィ」

地域医療課
0834-22-8377

休日夜間に診察が受けられる医療機関（内科・外科・
小児科・⻭科）を紹介します。休日・夜間の救急医療

リサイクル推進課
0834-22-8303

手軽に分かりやすくごみ分別ができるように
ごみ出し日と分別方法が簡単に確認できるアプリを
提供しています。

ごみの分別に使える
アプリ

防災危機管理課
0834-22-8208

洪水・高潮・土砂災害・地震・津波・内水を想定した
ハザードマップを公開しています。周南市ハザードマップ

防災危機管理課
0834-22-8208

災害時における指定避難所・指定緊急避難場所を指定し、
その場所を公開しています。指定避難所等一覧

熊毛総合支所
産業土木課
0833-92-0014

熊毛地区内（5か所）に、農業者以外の方が農地を借り
受けて自然に触れながら野菜や花等を栽培できる市⺠
農園があります。

市⺠農園の紹介
（熊毛地区）

中央図書館
0834-22-8689

市内6か所にある公立図書館の利用案内や、各館で開催
されるイベント情報などについて紹介しています。公立図書館の紹介

観光振興課
0834-22-8372

レジャーやアウトドア、体験など、楽しく遊べる・体験
できる施設を紹介します。

市内の遊べる
体験できる施設

各種情報
制度名 内 容 問い合わせ 詳細


